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小規模多機能居宅介護「たもんの郷」
所長代理　桒原　哲也

『
先
生
』
が
い
な
い
、
『
学
年
』

　
『
教
科
』
『
通
信
簿
』
が
無
い
小
学
校

『
先
生
』
が
い
な
い
、
『
学
年
』

　
『
教
科
』
『
通
信
簿
』
が
無
い
小
学
校

　

今
年
の
２
月
、
当
法
人
が
運
営
す

る
浦
佐
認
定
こ
ど
も
園
で
上
映
さ
れ

た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
『
夢
み

る
小
学
校
』
を
鑑
賞
し
た
。

　

映
画
に
出
て
く
る
山
梨
県
南
ア
ル

プ
ス
こ
ど
も
の
村
小
学
校
（
私
立
）

に
は
先
生
と
呼
ば
れ
る
人
が
い
な

い
。
教
員
は
皆
『
お
と
な
』
と
呼
ば

れ
『
さ
ん
』
付
け
。
時
間
割
の
半
分

以
上
を
占
め
る
の
が
『
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
』
と
呼
ば
れ
る
体
験
学
習
で
、
建

築
、
木
工
、
歴
史
探
求
、
料
理
、
農

業
、
劇
作
成
、
動
物
飼
育
な
ど
の
中

か
ら
子
ど
も
た
ち
が
好
き
な
活
動
を

選
ん
で
全
学
年
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
で
活
動

す
る
。
週
一
回
の
『
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
』
で
は
、
大
切
な
こ
と
を
決
め
る

の
だ
が
、
こ
の
場
で
は
６
歳
の
子
ど

も
も
大
人
と
同
じ
一
票
。
話
し
合

い
、
対
話
し
、
相
手
の
話
を
き
く
。

こ
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
で
決
ま
っ
た

こ
と
は
大
き
な
力
を
持
つ
。
６
歳
か

ら
民
主
主
義
の
根
底
を
体
験
し
て
い

る
の
だ
。
『
基
礎
学
習
』
で
は
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
に
必
要
な
語
学

力
、
計
算
力
な
ど
を
学
ぶ
。
『
通
信

簿
』
『
試
験
』
は
無
く
、
『
宿
題
』

を
強
制
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
。
こ
の

教
育
か
ら
、
思
考
力
、
判
断
力
、
自

由
に
活
動
す
る
力
、
創
造
力
、
個
性

が
養
わ
れ
る
。
楽
し
ん
で
ば
か
り
で

学
力
は
向
上
す
る
の
か
？
と
い
う
問

い
に
、
あ
る
大
学
の
教
授
が
、
こ
ど

も
の
村
出
身
の
学
生
た
ち
の
こ
と
を

『
自
分
の
頭
で
主
体
的
に
考
え
る
能

力
が
高
く
優
秀
だ
』
と
答
え
て
い

た
。
生
徒
た
ち
の
高
校
で
の
学
力
は

平
均
し
て
上
位
15
％
く
ら
い
と
の
こ

と
。

　

こ
の
映
画
に
は
、
自
由
な
公
立
学

校
も
登
場
す
る
。
60
年
以
上
前
か
ら

成
績
通
知
表
が
無
い
、
動
物
飼
育
、

料
理
、
農
業
な
ど
の
総
合
学
習
が
メ

イ
ン
の
長
野
県
伊
那
市
立
伊
那
小
学

校
。
考
え
る
力
、
判
断
力
を
養
う
た

め
に
校
則
を
廃
止
し
た
世
田
谷
区
立

桜
丘
中
学
校
。

　

私
立
公
立
と
も
に
こ
の
よ
う
な
教

育
が
実
践
で
き
る
の
だ
！
と
衝
撃
を

受
け
た
。
こ
の
よ
う
な
教
育
改
革
が

全
国
に
広
が
り
、
地
域
を
問
わ
ず
誰

も
が
総
合
学
習
や
体
験
学
習
を
選
択

で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て

い
る
。

認
知
症
に
な
っ
て
も

　
　
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
へ

認
知
症
に
な
っ
て
も

　
　
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
へ

　

認
知
症
の
方
で
、
家
や
施
設
か
ら

外
に
出
て
し
ま
い
、
家
や
施
設
が
解

ら
な
く
な
り
戻
っ
て
来
れ
な
く
な

り
、
行
方
不
明
に
な
っ
て
し
ま
う
方

は
少
な
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
数
時
間

ほ
ど
で
見
つ
か
る
ケ
ー
ス
や
、
何
時

間
も
経
っ
て
も
見
つ
か
ら
な
い
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。

　

先
日
、
３
月
23
日(

土)

旧
大
和
地
区

の
東
地
域
で
、
南
魚
沼
市
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
、
東
地
域
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
、
地
域
住
民
、
警
察
、
消
防
、

小
学
校
の
先
生
等
た
く
さ
ん
の
方
が

関
わ
っ
て
の
「
認
知
症
行
方
不
明
者

捜
索
訓
練
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

こ
に
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
と
し
て
関
わ

り
、
行
方
不
明
〜
捜
索
〜
発
見
ま
で

の
一
連
の
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
用
い
た
早
期
発
見
の
シ

ス
テ
ム
等
の
紹
介
も
あ
り
、
と
て
も

勉
強
に
な
る
訓
練
で
し
た
。

　

私
た
ち
萌
気
会
で
も
、
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
の
養
成
講
座
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
地
域
住
民
、
小
学
校
、
中

学
校
、
専
門
学
校
、
企
業
へ
出
向
き

少
し
で
も
皆
さ
ん
に
認
知
症
へ
の
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
こ
う
と
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
地
域
、
学
校
、
職
場
で

講
座
の
開
催
を
ご
希
望
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
ぜ
ひ
お
声
を
お
か
け
く
だ
さ

い
！

　

認
知
症
の
方
に
必
要
な
助
け
の
手

を
差
し
伸
べ
ら
れ
る
人
を
増
や
し
、

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る

地
域
を
つ
く
っ
て
い
け
る
と
い
い
で

す
ね
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

し
ょ
う
た
き
萌
気
た
も
ん
の
郷

　
　
　

０
２
５-

７
７
７-

５
５
２
２

　
　
　
　
　
　

桒
原
（
ク
ワ
バ
ラ
）

②②

萌気会　理事長
萌気園浦佐診療所　院長　黒岩　巌志



萌気会　相談役
黒岩　卓夫

③③

　私は「ミュージカルヒーロー・空海と青
年」公演の「実行委員会」の実行委員長を
務めることになりました。
　私は魚沼の地にやってきて54年になりま
す。この間、医師なら誰でもぶつかる癌の
ような不治の病から生と死に直面し、医
師、医療の無力さわがわかりました。そこ
で故日野原重明先生を代表として「医療と
宗教を考える会」をつくり全国にアピール
しました。その新潟版は今でも「新潟いの
ちの物語を紡ぐ会」として継承されていま
す。

ミュージカルヒーロー空海と青年ミュージカルヒーロー空海と青年

　当時新潟県で
は長岡を中心に
僧侶の運動が生
れ、現在の長岡
西病院に仏教ホ
スピス、ビハー
ラ病棟ができま
した。また「臨
床宗教師」の制
度もできました。
今は（医）萌気会、（福）桐鈴会に古いお
寺を移築して皆喜んで「子ども食堂」やデ
スカフェ、ミニ音楽会などにも利用してい
ます。
　こうした下地があっての、今回のミュー
ジカルが空海を核として松岡春和さんが原
作しプロデュースされ、それを新潟で実行
することを担っているのが「ささえあいコ
ミュニティ生活協同組合新潟」高見事務局
長です。
　このミュージカルは日本の歴史上、千年
に一人の人物であり万人の「ヒーロー」で
ある「空海」の生涯、思想と行動を骨格と
して、自殺を図った悩める〝青年〟と空海
が対峙するドラマです。
　ドラマは空海の日本・インド・中国をめ
ぐる行動をファンタジーとして構成し、歓
びと悲しみもたくさんの仲間たちと共に色

彩あでやかな踊りと歌で演じます。
　さらにその思いは、自殺を図る青年自身
が語るものですが、空海は19歳で平安時代
の官僚社会、宗教社会の「権力、学力優
先、賄賂、拝金主義」に心からの疑問をい
だき、大学をやめ私度僧（山谷を放浪す
る）になり、自らで修業します。
　また青年はファンタジックな世界に導か
れ、目覚め「自分もヒーローになれる」を
かみしめてミュージカルのフィナーレとな
ります。
　このチャンスをとらえ、多様なハンディ
キャップを持ち、懸命に生きている障がい
をもっている少年青年に、そのままの姿で
この舞台に登ってもらうことになりまし
た。中越で1つ、新潟で1つのグループが精
いっぱいのアピールをする予定です。宜し
くお願いします。
　最後に一言、一人の青年が生きる意味を
見失ったように、現代社会が病んでいま
す。日本の社会は宗教の一部も、また〝お
金〟を神とする政治団体も、泥まみれに
なっています。私はこの現実を空海の力強
い思想と行動に肖り、ミュージカルの皆様
と共に日本の社会が少しでも希望をいだけ
るものになることを願うものです。
　そしてこのミュージカルが7月14日に聖
籠町の文化会館で成
功するよう、皆様の
お力をお借りできる
ことをお願いして御
挨拶にさせていただ
きます。
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受
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受
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春治じいちゃんが諸悪の根源かもしれない。せがれの嫁ハルエは嫁いできてから、酒飲みで我が儘な舅に振り回され、ほとほ
と疲れていた。お金もないのに朝から飲んでいた。ただオロオロと夫に仕えるカネさんもやっと生きてきたが、さすが目が見え
なくなって、夫も少しはわかってきたようだった。ハルエさんも別居の形になってからやっとゆとりができたところだった。④④



コム・ソフィ＆ナース
介護職員　今井　大輔

彼岸のぼたもち作り彼岸のぼたもち作り

　最初はインターネットで調べて何とかなるだろ
う！やってみよう！と軽い気持ちで安易に始めた企
画でした。私は勿論作ったことはなく、少し不安を
抱えたまま当日を迎え、作ったことのある職員に聞
きながらぼたもち作りが始まりました。利用者さん
は流石年の功と言いますか、経験者が大勢おら
れ、「どれ 、かしてみ」「若い時にさっつぁ(さんざ
ん)やったもの」と積極的に参加してくださったお

陰で、職員の出番はほとんどありませんでした。
利用者さん方がご自分で作られたぼたもちを美
味しそうに召し上がる様子を見ることができた
ので、企画して良かったと思いました。
　今度は違うおやつ作りも行っていきたいと思
います。

通所リハビリセンター浦佐
介護職員　大谷　靖子 休日カフェ休日カフェ

　リハビリセンター浦佐、初の試み「休日カフェ」を3月
17日に開催致しました。介護保険外の実費利用です。
定休日である日曜日のリハビリセンター浦佐のフロア
を利用し、話したくても話せない悩みや家での困り事
などをお話しいただけたら良いなと思い、ストレス解
消・おしゃべりを目的とした会を催しました。
　今回は定員10名で募集し、9名の方からお集まりい
ただきました。自己紹介から始まり、話題は馴れ初めま

で広がり、楽しい話ばかり。涙を流しながら大笑いす
る場面も。顔馴染みの方から初対面の方まで、普段
話せない事が話せて良かったと喜ばれていました。
要望がありました本気丼を食べ、買い物にも行き、大
変満足されていました。

萌気園大和通所介護　地蔵の湯
介護職員　櫻井　未来 裸押し合い裸押し合い

　3月2日、地蔵の湯裸押し合いが行われました。
　撒くぞぉ～撒くぞ‼の掛け声で餅をイメージした白
い和紙で餅撒きを行い、地蔵の湯の男性職員がさらし
を巻いて裸押し合いに参加しました。
　利用者さん達も手を伸ばして餅を取ろうとされたり、
掛け声を掛けたりと楽しそうに参加されていました。
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　先日普光寺さんで行われたもえぎデスカフェに参加
させていただきました。テーマは「老いとは」ということ
で老いや死について語り合うという場です。和尚さん
や黒岩先生のお話、そして参加された皆様それぞれの
死にまつわるエピソードを聞いて、素直に「すごいなあ
」と思っていました。私は皆様ほど深く考えたり調べた
りしたことはなかったので、自分の中でいいきっかけに
なったと思います。フリートークの時間、何を話そうか
必死に悩んでいましたが、私にとって一番身近な存在
である祖母についてお話させていただきました。
　私は秋田県出身で、祖母に育ててもらったようなも
のでした。祖母は今年で80歳となりますが、いわゆる
パワフルおばあちゃんです。もうめちゃくちゃ運動しま
す。なんなら縄跳びだってできます。まめに連絡をとっ
ており、今回もデスカフェに参加したことを報告しよう
と思って電話をかけてみました。ついでに運動が好き
な理由を聞いてみると、「私はピンピンコロリが目標。

悔いのない一日を悔いのない一日を
萌気園二日町診療所
看護師　前田　綾香

事務局
田中　伊織

赤い羽根福祉基金
篠原欣子記念財団　こども食堂応援プログラム
(「こども食堂」の備品購入にかかる費用の助成)

赤い羽根福祉基金
篠原欣子記念財団　こども食堂応援プログラム
(「こども食堂」の備品購入にかかる費用の助成)

なるべく迷惑をかけずにころっと逝きたい」とのこと
でした。なんとも祖母らしい答えだなあと思います。
　もうひとつ、今回のテーマに沿って考えたときに印
象深いことがあります。祖母は誰のお葬式に参列し
ても涙を見せることはなく、むしろ笑顔でいる人でし
た。なので、ついでにもう一つ質問しました。「自分の
お葬式に来てくれた人には笑ってほしい？泣いてほ
しい？」「私ね、おめでとうって言ってほしい」と即答で
した。
　今回のテーマには答えなんてないと正直思ってい
ますが、今日改めて思ったのは「祖母のような歳の取
り方をしたいな」ということです。距離は離れてしまっ
ていますが、少しでも親孝行できるよう、そして祖母
が亡くなった時には笑って「おめでとう」といえるよう
に過ごしていきたいです。もちろん私自身も来るかも
わからない未来について心配する前に、一日一日を
悔いなく過ごせていけたらいいなと思いました。

　上記プログラムより5万円の助成金をいただくことが
出来ました。
　助成金をいただき、大変感謝しております。
　ご支援をいただいたおかげで、物品の購入が可能
となりました。「みんなの食堂」開催にあたり必要な折
りたたみテーブル4脚、折りたたみ椅子16脚を購入さ
せていただきました。
　4月21日（日）開催予定の「みんなの食堂」より使用さ
せていただきます。
　助成をいただいたテーブル、椅子には「赤い羽根共
同募金」のシールが貼られています。
　ご参加された方は、確認してみて下さい。

　これからも微力ながら”単に食事を提供”するだけ
でなく、年齢の異なる人達とのふれあい、安心してい
られる地域の居場所作りを目標に活動に取り組んで
参ります。
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みんなの食堂・みんなの冷蔵庫みんなの食堂・みんなの冷蔵庫

　「
み
ん
な
の
冷
蔵

庫
」は
必
要
な
食
料

や
日
用
品
を
自
由

に
受
け
取
れ
る
仕

組
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で
す
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光
寺
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賢
正
住
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の

ご
厚
意
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よ
り
、普

光
寺
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台
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せ
て
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だ
い
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い

ま
す
。お
互
い
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の
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持
ち
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の
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。

　
冬
季
の
間「
み
ん

な
の
冷
蔵
庫
」を
休

止
し
て
い
ま
し
た

が
、麗
ら
か
な
春
の

陽
気
が
続
く
頃
と

な
り
ま
し
た
の
で
、

４
月
よ
り
本
格
的

に
再
開
を
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

＊「
み
ん
な
の
冷
蔵
庫
」再
開
に
あ
た
り
、本
事
業
に
賛
同
し
て
頂
け
る
方
々
か
ら
の
食
糧
品
・日
用
品
等
の
ご
寄
付
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
萌
気
会
法
人
事
務
局　
担
当
：
上
村・田
中　
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
℡
０
２
５-

７
８
１-

６
１
５
５

　
今
後
と
も「
み
ん
な
の
冷
蔵
庫
」の
活
動
に
ご
理
解
、ご
協
力
い
た
だ
け
る
よ
う
、お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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小規模多機能居宅介護　「たもんの郷」
高野　幸徳

通所リハビリセンター浦佐

ご不要のフェイスタオルがありましたら、
ご寄付をお願いいたします。
萌気会介護事業部　025-778-0311　担当：若井

寄付のお願い寄付のお願い

　お話好きで、とても明るい井口征子さん。
以前は旦那さんも地蔵の湯を使ってくださっていました。征子さんは地蔵の
湯に来られると「父ちゃんがいるような気がする」と話されています。
　「地蔵の湯に来ると父ちゃんがいると思うから安心するよ。みんな良くして
くれるから父ちゃんが笑って帰ってきてた意味がわかるよ」と言ってください
ました。とても素敵なご夫婦でしたね。
　若い頃は、お花作り、畑仕事、田んぼをされていたそうです。コロナの前ま
では盆踊りをされたり、また地域の方 と々お茶のみをされたりと交流も盛ん

ふ みふ み
　

母
は
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見
て
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。
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時
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。
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現
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要
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活
と
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ま
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が
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関　

富
慈
子　

様
〉

でしたが今では、お茶のみもなくなり、楽しみは
地蔵の湯に来ることだと話されていました。
　これからも、お元気で地蔵の湯に来て下さい
ね。

　空海と言えば、学校の授業で、中国から密教の教えを日本に伝えて真言宗を開いたことや、風信雲書~
から始まる伝教大師最澄への手紙「風信帖」などについて少し教わった程度です。その空海がドラマの
ヒーローとして登場するのは意外な印象ですが、とても深いテーマについて描かれているようですね。
　今年の雪は例年に比べ極端に少なく、スキー場も早期に営業終了しているところもあり ま
した。雪解けも早く春間近と思われていましたが3月中旬にも雪が積もることもありました。寒
暖差が激しく体調管理の難しい時期でした。新型コロナやインフルエンザもまだ流 行ってい
ますが今後も体調管理に気をつけて新しい春を迎えましょう。
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